




要約:学習障害の概念について歴史的考察がされた。学習障害には広汎性発達障害に類似

する一群の存在が強調された。神経生理学的研究で、事象関連電位 p300 や Miss　match

negativity の異常が確認され、Gordon　Daignostic　System が注意欠陥の検査に有用で

あった。3歳児健診の発達リスク児の予後は正常になった群と学習障害になった群があり、

両者の 3歳での内容に差がみられなかった。学習障害の発見には 3つのルートがあり、指

導では社会的未熟への指導が重要であった。


